
元号 年 西暦 
  

事    柄 

天承 1 1131   甲斐源氏の祖源義清が常陸国から甲斐に入国、市川三郷町平塩による 

     鎌倉時代初期、武田信光が石和に居館を構える 

永正 16 1519 8 15 躑躅ケ﨑館建設開始 

   12 20 武田信虎躑躅ケ﨑館に入館（主郭のみ、晴信期以降拡幅） 

大永 1 1521 11 3 丸山城（積翆寺）内にて武田太郎（晴信：信玄）誕生 

天文 2 1533   失火により躑躅ケ﨑館焼失 

 12 1543 1 3 甲府に大風、武田道鑑宅から出火、再び晴信館類焼、駒井政武（高白斎）屋敷に移る 

   2 24 萩原彦次郎宿から出火、駒井屋敷類焼、晴信、建設途中の武田館に戻る 

   12 22 新館の全ての施設が竣工、晴信入居 

     北郭（味噌曲輪・御隠居曲輪）建設 

 20 1551   義信と今川氏娘との婚姻に際し、西曲輪を建設 

元亀 4 1573 4 12 信玄、信州駒場にて病死 

天正 2 1574 8 2 勝頼、府中柳町宿を整備する 

 3 1575 5 21 勝頼、三河設楽原にて織田・徳川軍に敗れる（長篠の戦い） 

 9 1581 1  勝頼、新府城築城着手 

   12 24 新府城に移居、その際旧館は庭の松に至るまで全て破却 

 10 1582 3 2 高遠城落城、新府を捨て、大月の岩殿城を目指す 

   3 11 勝頼田野の地にて自害 

   3 7 織田信忠、一条館に入る 

   3  織田信忠により、信長の為の仮御殿が躑躅ケ﨑館地に建設される 

     織豊期、大手前に石塁及び梅翁曲輪が建設される 

     徳川家康、旧尊躰寺に本陣を置く 

   10 29 家康、甲斐国を統治 

 11 1583   家康、北条氏との戦いの際、旧尊躰寺に再び本陣を置く 

 18 1590 7 13 羽柴秀勝、甲斐国を領有する 

 19 1591 3  加藤光泰、甲斐国に封じられる 

     光泰、躑躅が﨑館主郭内に石塁を築く、文禄元年完成 

     江戸時代、無人のまま放置、古城・旧府城などと呼ばれる 

宝永 3 1706   荻生徂徠来甲、躑躅ケ﨑館跡を訪れる 

安永 8 1779   岩窪の火葬塚を発掘、石棺を発見、信玄顕彰の契機となる。山梨で初めての目的を持っ
た発掘調査 

文化 6 1809   幕府の侍医渋江長伯が来甲、躑躅ケ﨑館跡を訪れる。石垣の崩落、櫓や天守台跡、外郭
や信玄を祀る祠について記録 

明治 6 1873 4 3 機山公社殿建設規則決定（社名「武田神社」） 

 13 1880   明治天皇巡幸に伴い、信玄ゆかりの社寺調査・報告 

   12 17 武田館跡を公園として保存の計画（国事業) 

 15 1882   社殿建設事務所建設、整地開始（１９年以降頓挫） 

 32 1899 6 20 望仙閣において、建設協議会開催、「武田会」設立 

大正 4 1915 11 10 大正天皇即位を記念し、武田信玄に従三位が追贈される 

 5 1916 10 19 武田神社奉建会の始動 

 6 1917 11 25 本殿建設着手 

 8 1919 4 11 本殿落成、県社に列せられる 

 10 1920 9  武田神社創建（建設工事完了、奉建会の解散） 

並びは兄弟・親族衆・家臣団（五十音）の順、青字は甲府市

設置の屋敷跡案内板のある家臣、赤下線は白根桃源美術

館所蔵二十四将図中の人物   

凡例…姓名 〈官途・主な別称・号等〉 [誤名] 生没年月日  
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白根桃源美術館所蔵 

武田の家臣団 
武田の軍勢というと騎馬隊が有名ですが、他に
も鉄砲隊や金山衆、海賊衆など様々な技能集団
が編成されていました。 

金山衆…武田の軍事力を支える要因の１つとし
て、金の採掘があげられます。甲斐の国には沢
山の金山があり、同時にそこで働く金山衆の鉱
山技術は城攻めの際にも重要な役割を担ってい
ました。穴を掘るだけでなく、土木技術にも突出
した彼らの技能は、駿河深沢城攻めや三河野田
城攻めなどで遺憾なく発揮されました。 

武田の水軍…海無し県山梨。かつて、海に面し
た駿河に勢力を拡大し、水軍の必要性を感じた
信玄は、その拠点として静岡県の清水湊に城を
築きました。さらに駿河や伊勢の海賊衆をスカウ
トして編成したのが武田水軍です。二十四将の
一人、土屋右衛門尉昌続の弟で、片手千人斬り
で有名な惣造昌恒は、駿河衆を相続・統率を行
っていました。彼らは勝頼の時代になり、北条氏
との戦いの中で大活躍をしました。東京八王子
市の信松院は、信玄の五女松姫が開基したお寺
ですが、ここに木造の軍船模型があります。武田
菱が帆に描かれている為に武田水軍の船と言わ
れますが、由緒書から、秀吉による朝鮮出兵の
時の船だと分かります。ですが、武田水軍にも大
きな軍船「安宅船」が一艘あったと言いますから、
その模型から当時の雄姿を想像してみるのもい
いかもしれません。 

甲府市が設置

した二十四将屋
敷跡の案内板 

武田二十四将 
武田信玄の有能な家臣団を表した「武田二十
四将」。あまりにも有名ですが、実は後世に創
られたもので、当時の史料には一切見る事は
できません。徳川家康が武田信玄を崇拝して
いた事により、おりしも「甲陽軍鑑」が出さ
れた事も合わさって、江戸時代になると武家
の間で信玄を神格化し、家臣団を賛する動き
が強まりました。それに伴い、浮世絵や掛け
軸なども描かれ、武将の集団肖像画としては
特異な程多く残る二十四将図は作者や依頼者
の好み、時々の流行により、そのメンバーは
様々なものとなったのです。その結果、同時
期には存在しない人物が描かれている事も少
なくありません。また、その人数も 24 人だ
ったり 25 人だったり。これは信玄も家臣団
と同等であるという考えから 24 将の一人と
数えた為といわれます。 

 

武田城下町関連年表 

山本勘助晴幸 1493－1561．9．10 

三河国出身。片目片足が不自由だったという。信玄に召し抱え
られ、足軽隊将となった。甲陽の五名臣の一人。諸国放浪して
得た豊富な知識をもって、信玄から重用されたという。築城の名
手で、馬出しに対する重要性を説き、丸馬出しと三日月堀な
ど、武田家独自の築城技術にそれが生かされている。第四次
川中島合戦で進言した作戦が失敗、敵陣に突撃し討死した。 

飯富虎昌〈兵部少輔〉 1514－1565．10．15 

甲斐源氏の流れをくむ譜代家老の家柄で、信虎に反旗を翻し
た事もある気骨の武人だったという。信虎追放の際は、信玄擁
立派の中心の一人であった。板垣信方とともに「甲山の猛虎」
と呼ばれ、自隊兵卒の武具全てを赤く染めあげ「飯富の赤備
え」としても知られた。信玄の嫡子義信謀叛事件に連座し、そ
の責を一身に負って自刃した。山県昌景の実兄。 

小幡昌盛〈豊後守・上総守〉 1534－1582．3．6  

小畠虎盛の二男。『甲陽軍鑑』の編著者である小幡景憲は昌
盛の三男。初陣で敵将の首を落とし、感状と薙刀一振を受け
た。以後華々しい武功を重ね、恩賞として与えられた知行地は
軽七百貫に及ぶという。馬の名手であった。晩年難病に冒さ
れ、勝頼の新府城落ちの際には従う事が叶わず、善光寺門前
で暇乞いをした３日後、主家の滅亡を前に死去した。 

板垣信方〈駿河守〉 ？－1548．2．14 

板垣氏は、甲斐源氏の支流にあたり、武田氏の譜代家老の家
柄である。甘利虎泰とともに最高職である両職を務めた重臣。
天文１０年（1541）の信虎追放の際には甘利・飯富などの宿老
を説得、・信玄の擁立を成功させた。翌年諏訪頼重が自刃す
ると、諏訪守護代に任じられた。天文１７年（1548）、信玄初の
敗戦とされる上田原の合戦に於いて激闘の末戦死した。 

 

小畠虎盛〈山城守・日意〉 1491－1561．6．2  

遠江国の出身。父日浄の時に来甲し信虎に仕えた。虎盛が
14歳の時に父が没し、翌年に家督を相続し、足軽隊将に抜
擢された。大永元年（1521）、上条河原の合戦で敵将の伯父
の首を捕り初陣を飾り、その後も歴戦を重ね多くの武勇で名
を馳せた。永禄４年（1561）６月に病没する際、子らに「よくみ
のほどをしれ」と遺言したという。甲陽の五名臣の一人。 

甘利虎泰〈備前守〉 ？－1548．2．14  

甘利氏は、甲斐源氏の支流にあたり、武田氏の譜代家老の家
格をもつ家柄である。板垣信方と共に最高職である両職に就
任していたとされる重臣。信虎追放・信玄の当主擁立の際にも
活躍した。天文１７年（1548）の村上義清との上田原の合戦に
於いて、奮闘の末戦死した。 

穴山信君〈玄蕃守・梅雪斎不白〉 1541－1582．6．2  

信玄の姉南松院殿を母に、娘の見松院殿を正室にもつ。穴山
氏自体も武田の支流という名門である。甲斐南部の穴山領を
治める。文武に秀で、和紙で小袖を作る風流人でもあったとい
う。武田家滅亡直前の２月、徳川家康に降った。武田家名存
続・再興を願っていたともいう。訪京中に起きた本能寺の変の
難から避れる途中、土民に襲われ没した。 

 

武田信繁〈左馬助・（古）典厩〉  1525－1561．9．10  

信虎の三男。母は大井夫人。官途の唐名から典厩と呼ばれ
た。文武に優れた人物で、息子信豊に与えた９９ケ条の家訓
には、全文にわたり中国の古典が引用されている。兄信玄を
よく支え、父の駿河追放の際も従った。多くの信濃攻略戦に
参加したが、永禄 4年（1561）の第四次川中島合戦の際、敵
刃に倒れた。片腕とも頼む弟の死に、信玄は深く嘆き悲しん
だという。 

一条信龍〈右衛門太夫・信竜〉 1538？－1582.．3 

信虎の八男（信実を兄とした九男説も有）。信玄の異母弟。武
田の支流名門一条氏の名跡を継ぐ。武名高く兄信玄をよく助
けた。長篠合戦では右翼を担い、退却の際には勝頼の姿が見
えなくなってから陣を引いた。伊達で華麗を好む人物で、府中
から新府へ移る時、府内家臣の家屋敷は全て破却されたが、
信竜だけは綺麗に整えたまま残していたので、織田信忠が入
甲した際には一条邸に停泊したという。 

武田信廉〈刑部少輔・逍遥軒信綱〉 1532－1582．3．24 

信虎の五男。母は大井夫人。武人画家として有名で、父信虎
画像・母大井夫人画像（共に重要文化財）、兄信玄を不動明
王に見立てて作ったとされる彫刻鎧不動尊（甲州市指定文化
財）などを残す。容姿が兄信玄にそっくりで、川中島の合戦時
や信玄の死後に、敵を欺く為に兄の影武者になったという伝
説もある。兄の死後は勝頼に仕えたが、武田家滅亡後、織田
信長の武田残党狩りの際に捕らえられ、処刑された。 

秋山虎繁〈伯耆守〉[信友] 1527－1575．10．21 

秋山氏は甲斐源氏の支流で、武田家譜代の家柄。19歳で
侍大将となり、諸城の城代を務めた。信玄の五女松姫と織田
信長の嫡男信忠の結納の時、答礼名代として信長の元に赴
いた。元亀 3年（1572）の西上作戦の際に攻略した岩殿城主
となるが、3年後の長篠大敗後、信長軍に攻め寄せられ落
城。妻の遠山夫人（信長の叔母）と共に磔刑となった。 

小山田信茂〈左兵衛尉〉 1540－1582．3．14  

平氏に繋がる名門。郡内地方を領する。武田信虎の妹を祖父
小山田越中守信有の妻に、信有の姉を信虎の妻にもつなど、
武田家とは親族衆として深い関係にある。父や兄の代から外
交交渉に尽力し、信茂も勝頼の時には上杉氏との交渉役の中
心となった。三方ケ原の合戦では先鋒隊として活躍、大勝す
る。武田家滅亡後織田軍に出頭したが捕えられ、処刑された。 

横田高松〈備中守〉 1487－1550．9． 

伊勢国の出身。信虎・晴信の二代に仕え、足軽隊将となる。甲
陽の五名臣の一人。智略に長け、３４度もの出陣を重ねた。身
には３１を数える傷があったという。天文１９年（１５５０）の戸石
城攻めの際、難攻不落といわれた戸石城の攻略に失敗し、そ
の後８日間に及ぶ激戦になったいう。（戸石崩れ） 

山県昌景〈三郎右兵衛尉・飯富源四郎〉 1518？－1575．5．21 

譜代の家老飯富氏の出身。飯富虎昌の弟。侍隊将に抜擢さ
れ、板垣・甘利の両職亡き後の「職」に任ぜられた。信玄の嫡
子義信の謀叛計画を知った昌景は「兄一人の科」として密告、
その功により武田氏所縁の山県の姓を与えられた。同時に兄
の部隊も引き受け、「山県の赤備え」として部隊の装備を赤く
統一した。長篠開戦の折、昌景ら老臣の開戦反対の進言を勝
頼らに冷笑されると「今日こそ討死」と言い捨てたという。 

武藤喜兵衛〈真田昌幸〉  1549－1611．6．4 

真田幸綱の三男。有名な真田信繁（[幸村]）の父。晴信の奥近
習として仕え、才能を認められて名族武藤氏の名跡を継いだ。
初陣は第四次川中島合戦で、本陣の守りを固めた。後に足軽
隊将となるが、兄信綱の死により、真田の名跡をつぐ。父譲りの
智謀で勝頼を支え、上野国の平定に尽力して沼田城攻略に活
躍した。一方築城術にも優れ、新府城の縄張りも行っている。 

原虎胤〈美濃守・清岸〉 1497－1564．1．28  

下総国の出身。足軽隊将となり、信虎・信玄の二代に仕えた。
甲陽の五名臣の一人。３８通もの感状と、５３箇所の疵痕を得て
いたといい、「鬼美濃」の異名で知られた。一時武田家を離れ、
北条家に身を置いた。天文２０年（1551）には信濃国平瀬城主
を務めた。永禄４年（１５６１）の割ケ岳城攻めの際に重傷を負
い、この年の川中島の戦いには参加できなかった。 

原昌胤〈隼人佑〉 ？－1575．5．21 

譜代の家老原加賀守昌俊の子。自らも信玄の側近・奉行とし
て活躍し、山県昌景とともに両職となる。戦の勝敗を左右する
ともいわれる陣立ての名手で、陣場奉行として信玄の絶対的
信頼を得ていた。水利にも長け、「信玄堤」工事の奉行として
力を尽くし、１８年かけて完成させた。長篠合戦では、陣場奉
行でありながら自ら敵陣に突撃し、戦死した。 

内藤昌秀〈修理亮〉 [昌豊]  1518？－1575．5．21 

武田家の譜代家老工藤氏の出身。元は工藤源左衛門尉と称し
た。一時甲斐を離れていたが信玄の代に呼び戻され、内藤の
名跡を継いだ。侍隊将に抜擢され、戦功を重ねて元亀元年
（1570）頃には箕輪城代となる。元亀３年の高天神城攻略戦で
は全軍の指揮を任され、大勝に導いた。長篠合戦に於いて中
央攻撃隊として奮戦したが銃火を浴びて討死した。 

多田満頼〈淡路守・三八（郎〉〉 1497－1563．12 

美濃国の出身。信虎・晴信に仕えた甲陽の五名臣の一人。足
軽隊将に任じられた。あらゆる戦いに参加し、目覚ましい戦功
の数々から２９度も感状を得、その度受けた傷は全身２７箇所に
も及んだという。満頼が信濃虚空蔵砦を警固していた時に、火
車鬼を退治したという伝説の他にも、甲府市湯村温泉にまつわ
る「鬼の湯」伝説などを持つ。弓矢巧者であった。 

土屋昌続〈右衛門尉〉 [昌次]  1518－1575．5．21 

西郡の豪族金丸虎義の次男。信玄の奥近習六人の一人。第
四次川中島合戦で初陣、この時の武功から名族土屋氏の名
跡を継いだ。武勇に優れ、２１歳で侍隊将に抜擢された。信玄
の死に際し殉死を願ったが高坂弾正に止められた。長篠の合
戦では右翼を担い、単騎敵陣に乗り込んだが敵の砲火に倒
れた。片手千人斬りで有名な惣造昌恒は実弟。 

馬場信春〈美濃守〉 [信房]  1514？－1575．5．21 

教来石氏（武川衆）の出身。知勇に優れ、武田譜代の板垣・内
藤・高坂と共に「武田の四臣」と呼ばれた。「一国の太守になっ
てもよい」器量を持ち、思慮深く人間味に溢れていたという。天
文１５年（1546）に士隊将となり、馬場の名跡を継いだ。築城技
術や軍略を山本勘助から学んだ。長篠合戦では殿軍を担い、
奮戦の末討ち死にした。生涯身に傷一つ無かったという。 

曽根昌世〈内匠助・下野守〉 

曾根氏は武田氏と同族で、甲斐源氏の流れをくむ。晴信の奥
近習の一人で、真田昌幸と並ぶ秀才であった。足軽隊将に抜
擢されたが、合戦時には様々な状況を分析する軍目付を務め
た為、めぼしい軍功はほとんど伝わらない。だが、長篠合戦の
際に、戦死した浅野信種に代わって殿軍を務め、無事引き揚
げを成功させたという。武田家滅亡後は徳川家康に従った。 

真田幸綱〈弾正忠・一徳斎〉 [幸隆] 1513－1574．5．19  

信州滋野氏の出身とされる。武田信虎に攻められ、海野棟綱ら
と上野国に亡命するが、信玄の代に武田家に臣従する。智略
に優れ、難攻不落といわれた戸石城を一日にして攻略した。東
信濃、佐久地方の攻略戦で活躍し、恩賞として念願の本領地
回復を果たす。晴信の剃髪に順じて髷を落とし、一徳斎と名乗
った。信綱に家督を譲り、信玄の死の翌年に没した。 

真田信綱〈源太左衛門尉〉 1537－1575．5．21  

真田幸綱の嫡男。信玄の奥近習六人中の一人。武勇に優れ、
多くの戦いに参加し、その功績から信濃武士としては唯一 200
騎という最大兵力を与えられた。岩櫃城代として、上杉謙信南
下に備え、父亡き後は遺領を受け継ぎ真田郷松尾城の城主と
なった。長篠合戦では、弟昌輝と参戦。奮戦したが討死した。そ
の首は家臣により、着ていた陣羽織に包まれ、真田に還り埋葬
された。墓所の信綱寺に血染めの陣羽織が残されている。 

高坂昌信〈弾正忠・春日虎綱〉 1527－1578．6．14  

石和の大百姓春日大隅の子で、信玄に見いだされ近習となる。
その後足軽隊将に抜擢、更には海津城の城代となり、翌年高
坂弾忠昌信と改名する。第四次川中島合戦では、妻女山突入
の指揮官として活躍した。長篠の合戦には参戦しておらず、敗
退してくる勝頼を出迎え、身形を整えさせたという。上杉氏との
連携に尽力の最中に病没。『甲陽軍鑑』の作者といわれる。 

三枝昌貞〈勘解由左衛門尉〉 [守友] 1513－1584  

武田氏以前からの、甲斐土着の名族三枝氏の流れをくむ。
信玄の奥近習六人中の一人。数々の功名をあげ、２７歳で足
軽隊将として抜擢される。山県昌景は昌貞の武勇を讃え、山
県姓と腰刀の吉光を与えたという。一番槍の手柄も多く、三
方ケ原の戦いでも勇戦した。長篠合戦の折には武田信実と
共に鳶ケ巣山の砦を守ったが、勇戦及ばず討死した。 

真田昌輝〈兵部丞〉 1543－1575．5．21  

真田幸綱（幸隆）次男。信玄の小姓として仕えたが、才能を認
められ有力武将の師弟からなる「百足衆」に抜擢された。兄を
よく助け、信濃先方衆の副将格として活躍をした。永禄１２年
（1569）の三増峠の戦いでは、兄や内藤昌秀とともに殿軍を努
めている。長篠合戦では兄と共に右翼を担い、敵の首を捕る
など奮戦をしたが、空しく討死をした。 

武田勝頼 〈四郎〉1546－1582．3．11 

信玄の四男。諏訪氏の後継者として育てられた。１７歳の
初手柄により伊那郡代、高遠城主となったことから、伊那四
郎とも呼ばれる。兄義信が謀叛の罪により没した為、信玄
の後継者となる。長篠の合戦では大敗を喫したが、武将と
しては優れた能力を有していて、その前年には父信玄をし
て為し得なかった高天神城の攻略にも成功している。『甲
陽軍鑑』中で「強すぎる大将」と評された。思慮深く、物静
かな人物だったという。 

武田晴信<大膳大夫・機山・信玄・法性院> 1521．11．3－1573．4．12 

信虎の嫡男。母は大井夫人。幼名は太郎とするのが一般的だが、大永元年（1521）、信虎と福島正成との飯田河原合戦の最中
に生まれた為に勝千代と名付けられたともいう。長じて、父子関係の悪化や父の暴虐の行いを憂い、駿河への信虎追放を決意
する。生涯において領国拡大に意を尽くし、積極的に信州の攻略を行った。後年には天下を見据えて西上を目論み、足掛かり
として駿河今川への侵攻を企てた。これにより嫡子義信との不和が生まれ、永禄１０年（1567）、義信は東光寺に幽閉されたまま
没した。その後本格的に上洛へと進撃を開始、三方ケ原で徳川家康を撃退するなどその路程は順調に見えたが、病を得、元亀
４年（1573）信州駒場で世を去った。その死にあたり、後継者である勝頼に、生涯のライバルであった上杉謙信を頼るように遺言
している。 



 

 

 

『甲府略志』の「古府之図」を基に作成した、武田二十四将の屋敷配置図。現在、比定地には案内看板が設置されています。なお、家臣

の屋敷絵図はいくつかありますが、それらは全て後世に作られたもので、比較的武田時代に近い「貞享三年絵図を複写した安政四年の絵

図」（個人蔵）には、二十四将以外の重臣・家臣の屋敷が細かく書かれています。 

 

まっぷ凡例  

二十四将屋敷地跡    姿を消した史跡    河川・堀（  今も残る水路） □ 武田関連寺社 □ その他寺社 

   古い道路 ○ 見所 

1. 恵運院 2. 興因寺 3. 積翠寺 4. 長宝寺 5. 宝積寺 6. 愛宕社跡 7. 禅林院 8. 若宮八幡神社 9.興国寺 10. 武田神社 11. 古八幡社  

12.祇園社跡 13. 大神宮跡 14 .金山神社 15. 永慶寺跡 16. 円光院 17.大泉寺 18. 甲斐惣社八幡宮 19. 華光院 20. 愛宕神社 21. 八雲神社 

22. 妙遠寺 23. 行蔵院 24. 満蔵院 25. 法華寺 26. 清運寺 27. 六角堂 28. 伊勢の森跡 29. 金幣神社 30. 要法寺 31. 梅屋敷天満宮 

32.玄法院 33. 御崎神社 34. 法泉寺 

○1. 聖道墓 ○2. 躑躅ケ崎亭跡 ○3. 武田信玄火葬塚 ○4. 長坂長閑斎邸跡                    

躑躅ケ崎亭跡より武田館を望む 

 

甲府五山 

長禅寺・円光院・法泉寺・能成寺・東光寺 

臨済宗に深く帰依していた信玄が、京都五山になぞらえて制

定したものです。 

 
長禅寺 

第一座。南アルプス市から愛宕町 

に移し、生母大井夫人の菩提寺と 

しました。夫人の墓があります。 

 
能成寺 

武田信守が菩提寺として八代郷に 

建立した寺院で、信玄の時に甲府 

へ移し（場所は諸説あり）、後現 

在地（東光寺町）に移りました。 

 
東光寺 

鎌倉時代には五山十刹に次ぐ由緒 

を持つ古刹。室町建築の仏殿は国 

の重要文化財、庭園は鎌倉中期の 

特徴を有する県名勝。嫡男義信や、 

娘婿諏訪頼重の墓があります。 

山梨大学赤レンガ館 

歩兵第四十九連隊（甲府連隊）が食料庫 

として使っていた建物を補修し、教育資 

料の展示を行っています。建物は明治期 

洋風建物として、県内現存最大規模の煉 

瓦建造物です。 
 

 

天明７年銘の満蔵院の狛犬。市内
で確認されている中では最も古
い石製狛犬の一つ 

玄法院の時の鐘 

第二次大戦の時に金属供出されるまで境

内にあった鐘楼は「玄法院の鐘」と呼ばれ、
時の鐘として親しまれていました。 

 

カエル石 

甲斐惣社八幡の裏には古墳が 

あったといわれる丘があり、 

西の入り口から見上げるとカ 

エルに見えるというカエル石 

があります。 

 

河尻塚 

織田信長の家臣河尻秀隆の塚です。本
能寺の変で信長が討たれてすぐに民

衆の襲撃にあいました。逆さに埋めら
れたといわれ、別名「逆さ塚」とも呼
ばれています。 

 

浄興寺にある県内最大の六角石幢 

「貞享三年絵図を複写した安政四年の絵図」を基に作成。「古府

之図」と場所が違う屋敷があります。当時の史料が発見されて

いないので、どちらが正しい図であるかは判別できません。 


